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たかがい恵美子の活動報告

やりがい、いきがい。たかがい！ ～成熟社会を創る看護力～ 参議院議員 髙階恵美子事務所
東京都千代田区永田町２-１-１
参議院議員会館７１４号室
TEL 03-6550-0714 FAX 03-6551-0714
http://www.takagai-emiko.net

生殖補助医療による親子関係

母校、宮城県黎明高校で特別講義がありまし
た。文科省のＳＳＨ指定を受けた理数系進学校
で、とくに医療分野における国際的な科学技術
人材の活躍について意見交換しました。その数
日後、全日本フィギュア選手権での羽生選手の
圧巻の演技に、また胸を熱くしました。何事も
諦めず、信念を持って誠実に歩を進める、その
大切さを再確認した「冬至」となりました。

2003年から懸案となっていた生殖補助医療の提供等及び出生子の親子関係に関する民法特例法が成立
しました。参議院議員立法の取りまとめにご尽力くださった議員の皆様に敬意を表します。今後は法案提
出の筆頭賛同者として、さらなる制度整備に精一杯つとめたいと考えています。

ＲＥＩＭＥＩ、故郷の誇り、未来へ

自民党支部の女性局・青年局が合同で、新型コロナ
ウィルス感染症対策についての意見交換をしました。
「令和」と縁の深い太宰府は、憧れの旅行先として高い
人気を誇っています。一刻も早く災禍を克服して、安全
に行楽できるようにしたい！ひとり一人ができることに
取り組もう！と明日への思いを共有しました。

新型コロナウィルス封じ願い研修、太宰府 年末の風物詩、税調と予算編成

衆議院議長公邸で、さくら功労者表彰式(日本さくら
の会主催)が開催されました。昭和の東京オリンピック
開催時に桜並木が伐採され、それを憂いた当時の国会議
員等が大会後に桜植樹を始めたことが、公益財団発足の
契機だったことと聞いています。令和の東京大会では、
聖火リレーの足跡に希望の桜を植樹したいと考えていま
す。大災害からの復興創生を加速し、感染症有事を乗り
越え次代を創世する誓いを新たにしています。

誰一人取り残さない、持続可能な社会へ

2020年は予期せぬ感染症の急襲で、心の凍る思いで
毎日を過ごしました。その一方で、互いを思いやり支え
合うつながりの大切さを改めて実感できた年でもありま
した。これからも強者の声に偏らず、声なき声に寄り添
う政治を目指します。皆様、良いお年をお迎えください。

その他の活動

与党の年末は議論花咲く税調と予算編成の
様子がもっとも関心を集めます。指名された
議員は発言力が試され、一言の重みを痛感す
る切磋琢磨の機会でもあります。
来年は大幅な税収減が見込まれる中で、国

民生活安定化への手厚い支援を講じる必要が
ありますから、例年以上の緊張感で議論が進
められました。一人ひとりに優しい心の通う
政治運営のために、現場第一主義でこれから
も粘り強くがんばります。

届け！SAKURAWAVE

少人数学級実現！

目黒区議活動報告会

リモート講演(ポリナビ)


